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　受賞者は、1958年から電離圏の観測を行い、電波の伝わり方に関
する予報・警報を発信してきた。また、1988年からは、電離圏擾乱の原
因となる宇宙天気の現況把握と予報情報を365日提供するとともに、
その予報精度の向上を目標とした研究開発活動を行っている。特に、
大規模な太陽面爆発（太陽フレア）の発生時には、警報を発信し、衛星
運用者・航空運用者等に対処を促すなど、宇宙の開発・利用に大きく
貢献してきた。

1.宇宙開発利用の新たな領域創造への貢献
宇宙天気情報を1988年から1日も欠かすことなく毎日提供。また、宇宙
天気に関わる太陽・太陽風、磁気圏及び電離圏のモデル・シミュレーション
コードの開発に関しては、
世界でトップクラスの科学
成果を挙げている。近年で
は、突発的な宇宙天気現象
である太陽フレアを人工知
能で予測するモデルを開
発し、予報の的中率を飛躍
的に向上。

２．宇宙開発利用市場の拡大への貢献
今後、準天頂衛星による衛星精密測位の実現及び利用展開を進める上

で、衛星測位の精度劣化の原因となる電離層擾乱情報は不可欠。特に、特
有の電離圏擾乱が存在している東南アジア等の赤道域での関心は高く本
活動や研究成果が市場の拡大に大きく貢献するものと期待。

３．産業、生活、行政の高度化及び効率化への貢献
　宇宙天気の現況把握及び予報を行い、その情報を通信・放送・測位等
の電波利用者、衛星運用会社等に発信することで、社会基盤の安定運用
に貢献。情報は、電子メール及びウェブサイトを通じて提供（電子メールの
受信数は約8,000件、ウェブサイトは月間約16万件のアクセス）。
　また、宇宙天気情報の航空運用への利用の義務化が検討されている国
際民間航空機関（ICAO）での議論へ積極的に関与し、宇宙天気の専門家
として法制化の準備へ貢献。

４．技術への貢献
宇宙天気情報の配信とともに、その精度向上を目的とした研究開発を
実施。具体的には、太陽・太陽風、磁気圏、電離圏の観測技術の開発、宇宙
天気の予測のためのモデル・シミュレーションコードの開発、わかりやすい
利用のためのアプリケーション開発、を柱として研究開発を推進。

５．普及啓発への貢献
2003年から「宇宙天気ユーザーズフォーラム」を毎年開催する他、時
節の関連トピックに関する講演活動を展開。また、2016年から「宇宙天
気ユーザー協議会」を設立し、得られた知見をフィードバックできる基盤
を形成。
2017年9月6日に発生したX9.3太陽フレアについては、いち早く報道
発表を行い、社会に対して注意を喚起。メディアでも多数報道（新聞報道
271件・テレビ報道60件・Web報道779件）。

宇宙天気予報システムの開発と運用を通じた社会への貢献
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事例の概要

　衛星運用等の非常に重要な基盤的サービス。長年に渡る情報発信
をはじめとした活動を評価。国際民間航空機関（ICAO）での議論への
参加や国際的な連携を進めている点を評価。

選考委員会講評／受賞のポイント

宇宙天気の概念図

情報通信研究機構が開発する
シミュレーション例（磁気圏、中央が地球）

情報通信研究機構
宇宙天気情報センター

Webサイト

事例名

問い合せ先

受賞者

１．宇宙開発利用の新たな領域創造への貢献
国連宇宙部と連携した衛星技術に関する学位取得に至る唯一の奨学
金プログラム(DNST/PNST)を、2011年から7年間にわたり実施。SEIC
には2013年からの5年間で、26ヶ国71名(うちPNSTが29名)の留学生
が入学。2017年度のPNST選考では、98ヶ国1439名が事前Web登録
を行い、31ヶ国128名からの願書が届いた。
また、アジア・アフリカ諸国と超小型衛星を共同開発・運用する国際的
な衛星開発プロジェクトであるBIRDSプロジェクトを実施しており、そのう
ち数ヶ国の参加国は、国家初の人工衛星開発を実現した。更に、国連宇宙
部職員や宇宙法の専門家を講師として招き、留学生に今後10年間の各
国の宇宙戦略を立案させている。

２．宇宙開発利用市場の拡大への貢献
途上国・新興国に宇宙インフラを輸出していく上で不可欠な人材育成

とのパッケージングにおいて、英語で学位取得できる大学院正規課程の
受け皿を構築。
超小型衛星試験センターにて８ヶ国の衛星に対する試験を実施。
また、途上国・新興国による利用拡大を目的とし、「きぼう」日本実験棟か
らの超小型衛星放出推進のための包括的な連携協力協定をJAXAと締結。
さらに、BIRDSプロジェクトで使用した衛星バスを企業が商品化し、
MakeSat.comにて販売中。BIRDS衛星運用のために、６ヶ国の地上局を
ベンチャー企業と共同でネットワーク化。今後、修了生のネットワークを活
用し、世界中の地上局をつなぐビジネスへと発展させる予定。

３．産業、生活、行政の高度化及び効率化への貢献
CubeSatにより宇宙利用が低コストで迅速に実現することで、途上国・

新興国の産業・生活・行政の差し迫った課題を解決するとともに、それらの
高度化・効率化に貢献。
ガーナでは、鉱毒による河川の水質汚染調査に活用することで、鉱山監
視行政の大幅な効率向上が期待される。また、ブータンでは、災害時の緊
急通信に活用することで、迅速かつ的確な救難・復旧対策が可能となり、
災害管理行政の高度化・効率化に大きく貢献することが期待される。

４．技術への貢献
SEICの留学生17名が参加した超小型衛星HORYU-IV(2016年打上げ)

では、世界で初めて軌道上での放電現象の画像と電流波形の取得に成功。
BIRDS-Iでは、単一大学による超小型衛星コンステレーションとしては世
界最多の５基の同一設計の1U CubeSatを打上げ。
さらに、UHF/VHF帯を使用するキューブサットコンステ(BIRDS-I)を、世
界6ヶ国の地上局でネットワーク運用する実証実験を実施中。超小型衛星の
データ通信速度の遅さを地上局の数を増やすことで補い、衛星とのデータ
通信量を飛躍的に拡大させる効果が期待される。

５．普及啓発への貢献
国内外で130件以上の報道実績。途上国・新興国でも、自らで衛星を開
発して、自国の実情とニーズにあった宇宙開発利用ができることを実証。
また、国連宇宙空間平和利用委員会において、7年間で5回のテクニカ
ルプレゼンを実施。13ヶ国が参加するBIRDSワークショップを2016年か
ら毎年持ち回りで開催するなど、SEIC修了生を中心としたネットワークに
より、非宇宙先進国間の水平協力で、揺籃期の宇宙プログラムを支えあう
システムを構築。
平成30年度には、日本初の「宇宙システム工学科」（学部）を開講予定。

国際連合と連携した宇宙能力構築のための留学生事業
国立大学法人　九州工業大学
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宇宙工学国際コース学生の
出身国分布（2017年10月時点）

修了生（スーダン）による
国連宇宙平和利用委員会でのプレゼン

BIRDS-I プロジェクト学生と
フライトモデル

BIRDS-Iの国際宇宙ステーションからの
放出(2017年7月7日)

BIRDS-I放出日（2017年7月7日）の各国代表者
記念写真（筑波宇宙センター）
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　受賞者は、途上国・新興国の宇宙能力構築のニーズに応えるため、
国連宇宙部と連携して、大学院宇宙工学国際コース(SEIC)に、過去5
年間で26ヶ国71名の留学生を受け入れた。持続可能な宇宙プログラ
ムをゼロから立ち上げられる人材を育成し、宇宙空間の平和利用の推
進・拡大に貢献することを目指す。実践的教育の一環として国際共同
衛星開発を推進し、7ヶ国にとって初の人工衛星を開発するのに寄与し
ている（うち3ヶ国は打上済）。

事例の概要

　国連宇宙部と連携し、国際的に宇宙分野での人材育成に貢献した
点を評価。宇宙技術が国際貢献の一つの重要なツールと認められたこ
との意義は大きい。

選考委員会講評／受賞のポイント

情報通信研究機構が開発するアプリケーション例




